
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

七

七

号

九
州
電
力
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝
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九
州
電
力
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
過
酷
事
故
の
被
害
状
況
は
日
を
増
す
ご
と
に
拡
大
し
て
い
る
。
収
束
の
目
途
さ
え

全
く
分
か
ら
な
い
深
刻
な
状
況
の
も
と
、
定
期
検
査
中
や
検
査
終
了
後
の
運
転
再
開
の
目
途
が
立
た
な
い
全
国
の
原
子
力
発
電

所
（
以
下
、
原
発
と
略
）
に
つ
い
て
、
政
府
は
安
全
対
策
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
地
元
自
治
体
に
対
し
て
原
発

の
再
稼
働
を
要
請
し
て
い
る
。

福
島
第
一
原
発
�
号
機
で
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
酸
化
物
と
ウ
ラ
ン
酸
化
物
を
混
合
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
プ
ル
サ
ー

マ
ル
発
電
が
行
わ
れ
て
い
た
。
九
州
電
力
の
玄
海
原
発
�
号
機
（
佐
賀
県
）
で
も
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
が
行
わ
れ
て
い
る
。
プ

ル
サ
ー
マ
ル
方
式
は
核
分
裂
反
応
が
不
均
質
に
起
こ
る
な
ど
、
通
常
の
原
発
に
比
べ
て
も
安
定
し
た
運
転
が
困
難
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。
な
お
、
年
次
は
す
べ
て
西
暦
で
表
記
さ
れ
た
い
。

（
一
）

プ
ル
サ
ー
マ
ル
方
式
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
て
い
た
福
島
第
一
原
発
�
号
機
の
原
子
炉
の
現
状
、
使
用
済
み
核
燃
料
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
同
原
発
�
号
機
か
ら
放
出
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
、
そ
の
放
出
量
は
�
号
機
、
�
号
機

と
比
べ
て
ど
の
程
度
違
う
の
か
。

一



（
二
）

原
子
炉
の
圧
力
容
器
は
中
性
子
の
照
射
に
よ
っ
て
、
脆
性
劣
化
が
進
行
す
る
。
特
に
玄
海
原
発
�
号
機
の
圧
力
容
器

の
脆
性
遷
移
温
度
は
急
上
昇
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
何
度
か
。
燃
料
装
荷
時
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
�
号
機

か
ら
�
号
機
ま
で
、
脆
性
遷
移
温
度
の
調
査
日
と
そ
の
際
の
温
度
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
脆
性
遷
移
温
度
に
よ
る
健
全
性
は
、
い
つ
、
ど
こ
の
機
関
に
お
い
て
調
査
し
た
の
か
。
そ
の
結
果
、
健
全
性

は
ど
う
証
明
さ
れ
た
の
か
。
い
ず
れ
も
号
機
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

（
三
）

津
波
の
「
引
き
波
」
に
よ
っ
て
、
原
発
の
機
器
冷
却
系
の
取
水
口
が
海
面
か
ら
出
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
玄
海
原

発
に
お
け
る
津
波
発
生
時
の
引
き
波
は
、
基
準
海
水
面
か
ら
い
く
ら
下
が
る
の
か
。
す
な
わ
ち
、
標
高
何
メ
ー
ト
ル
か

ら
何
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
数
値
は
い
つ
、
ど
こ
の
機
関
に
よ
っ
て
算
出
し
た
も
の

か
。
あ
わ
せ
て
、
復
水
器
取
水
口
と
機
器
冷
却
系
の
取
水
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
標
高
何
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
何
ヶ
所
設
置

し
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

（
四
）

福
島
第
一
原
発
を
襲
っ
た
津
波
は
想
定
の
三
倍
を
超
え
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
高
さ
は
何
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た

か
。
玄
海
原
発
の
津
波
の
「
押
し
波
」
の
高
さ
は
、
標
高
何
メ
ー
ト
ル
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
数
値
は

い
つ
、
ど
こ
の
機
関
に
よ
っ
て
算
出
し
た
も
の
か
。

二



玄
海
原
発
の
機
器
冷
却
系
の
ポ
ン
プ
と
、
Ｄ
Ｇ
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
）
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
位
置
は
標
高
何
メ
ー
ト

ル
の
場
所
に
設
置
し
て
い
る
か
。
そ
れ
は
玄
海
原
発
で
想
定
し
て
い
る
津
波
の
三
倍
の
高
さ
に
耐
え
ら
れ
る
場
所
か
。

（
五
）

福
島
第
一
原
発
で
は
地
震
に
よ
っ
て
受
電
鉄
塔
が
倒
壊
し
、
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
。
玄
海
原
発
の
受
電
鉄
塔
の
耐

震
設
計
値
は
い
く
ら
か
。
地
震
に
対
す
る
強
度
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
電
線
の
路
線
名
、
鉄
塔
の
番
号
ご

と
に
試
験
数
値
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
試
験
は
い
つ
、
ど
こ
の
機
関
が
行
っ
た
も
の
か
。

（
六
）

表
土
層
だ
け
で
な
く
、
地
滑
り
や
崖
崩
れ
が
深
層
の
地
盤
ま
で
崩
壊
す
る
「
深
層
崩
壊
」
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
深
層
崩
壊
も
含
む
地
滑
り
に
対
し
、
玄
海
原
発
の
受
電
鉄
塔
の
強
度
は
ど
こ
ま
で
耐
え
う
る
設
計
に
な
っ
て
い
る

か
。

（
七
）

玄
海
原
発
の
受
電
設
備
の
耐
震
強
度
は
い
く
ら
か
。
号
機
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
強
度
は
い
つ
、
ど
こ

の
機
関
が
定
め
た
も
の
か
。

（
八
）

全
電
源
喪
失
に
至
っ
た
福
島
第
一
原
発
の
受
電
設
備
は
、
い
く
ら
の
強
度
で
造
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
が
地

震
で
破
壊
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
九
）

玄
海
原
発
で
の
想
定
地
震
動
は
い
く
ら
か
。
基
礎
地
盤
面
、
原
発
建
屋
上
部
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
各
所
の
地
震
計
で

三



の
想
定
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
数
値
は
い
つ
、
ど
こ
の
機
関
が
定
め
た
も
の
か
。

（
十
）

Ｍ
六
・
八
を
記
録
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
、
東
京
電
力
・
柏
崎
刈
羽
原
発
は
三
千
五
百
ヶ
所
以
上
の
機
器
の
破

損
が
生
じ
た
。
東
海
地
震
等
の
連
動
型
の
場
合
に
は
Ｍ
九
以
上
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
同
程
度
の
規
模
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
玄
海
原
発
で
は
原
発
プ
ラ
ン
ト
の
機
器
等
の
故
障
は
ど
れ
く
ら
い
発
生
す
る
と
想
定
し
て
い

る
の
か
。

（
十
一
）

巨
大
地
震
が
発
生
し
全
電
源
喪
失
の
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
電
源
車
を
横
付
け
す
る
と
し
て
も
、
道
路
が
原
発
構

内
で
も
著
し
く
破
損
し
車
両
の
走
行
が
困
難
と
な
る
例
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
で
も
経
験
済
み
の
こ
と
で
あ
る
。
巨
大
地

震
で
路
面
が
大
き
く
損
傷
し
た
場
合
、
原
発
構
内
で
電
源
車
を
す
み
や
か
に
必
要
な
場
所
に
接
近
さ
せ
接
続
で
き
る
保

障
は
あ
る
の
か
。

（
十
二
）

福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
三
十
㎞
圏
を
超
え
て
、
今
な
お
放
射
能
汚
染
被
害
は
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
玄
海
原
発

で
福
島
第
一
原
発
の
よ
う
な
過
酷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
福
岡
県
内
で
は
、
住
民
を
ど
こ
へ
ど

の
よ
う
に
避
難
さ
せ
る
計
画
を
定
め
て
い
る
の
か
。
避
難
計
画
の
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
際
、
海
洋
へ
の
放
射
能
汚
染
は
ど
の
よ
う
に
拡
が
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
、
あ
わ
せ
て
明
ら
か
に
さ

四



れ
た
い
。

（
十
三
）

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
法
律
に
基
づ
き
原
子
力
災
害
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点
施
設
（
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
福
島
第
一
原
発
の
場
合
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
が
地
震
に
よ
っ
て
電

源
を
失
い
、
さ
ら
に
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
が
原
発
サ
イ
ト
か
ら
五
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
施
設
自
体
が
使
用

不
能
と
な
っ
た
。
玄
海
原
発
に
お
い
て
は
、
福
島
第
一
原
発
の
よ
う
な
過
酷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
が
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
打
た
れ
て
い
る
の
か
。

（
十
四
）

玄
海
原
発
�
号
機
・
�
号
機
は
定
期
点
検
中
の
た
め
運
転
停
止
中
で
あ
る
が
、
国
は
六
月
二
十
六
日
、
佐
賀
市
で

「
県
民
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。
会
場
は
非
公
開
で
、
傍
聴
は
禁
止
さ
れ
、
国
が
選
ん
だ
県
民
代
表
七
名
が
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
や
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
、
質
疑
・
応
答
が
行
わ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
「
学
識
経

験
者
」
も
同
席
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
県
民
説
明
会
」
は
何
を
目
的
と
し
て
開
い
た
の
か
。
ま
た
、
原
発
が
立
地
す
る

他
の
道
県
で
な
く
、
佐
賀
県
で
行
っ
た
理
由
は
何
か
。

（
十
五
）

県
民
の
代
表
を
、
な
ぜ
公
募
に
よ
っ
て
行
わ
ず
に
国
が
選
ん
だ
の
か
。
ま
た
、
県
民
の
代
表
者
と
は
誰
か
。
氏

名
・
職
業
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
国
が
代
表
者
の
選
考
基
準
と
し
た
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



（
十
六
）

国
側
の
出
席
者
は
誰
か
。
説
明
や
応
答
に
関
わ
っ
た
者
だ
け
で
な
く
、
業
務
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て

氏
名
・
官
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
七
）

学
識
経
験
者
の
氏
名
・
職
業
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
同
席
の
目
的
は
何
で
、
何
を
基
準
に
誰
が
選

ん
だ
の
か
。

（
十
八
）

「
県
民
説
明
会
」
を
非
公
開
と
し
、
一
般
の
傍
聴
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
禁
止
し
た
理
由
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

「
県
民
説
明
会
」
の
模
様
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
た
と
い
う
が
、
誰
で
も
視
聴
で

き
る
よ
う
に
一
般
の
テ
レ
ビ
等
で
放
送
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
十
九
）

当
日
の
県
民
代
表
か
ら
の
質
疑
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
の
答
え
、
学
識
経
験
者
の
発
言
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
「
県
民
説
明
会
」
の
結
果
は
後
日
、
会
議
録
の
よ
う
な
形
で
一
般
に
公
開
す
る
の
か
。

（
二
十
）

国
側
と
県
民
代
表
者
、
司
会
者
と
の
間
で
は
、
事
前
に
発
言
の
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
打
合
せ
を
行
っ
た
の

か
。

（
二
十
一
）

報
道
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
担
当
者
は
、
「
福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
地
震
動
に
起
因
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

六



ま
た
、
同
じ
く
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
担
当
者
は
、
福
島
第
一
原
発
の
外
部
電
源
を
確
保
す
る
た
め
の
鉄
塔
が
地

震
で
倒
壊
し
た
こ
と
を
認
め
た
と
い
う
が
、
鉄
塔
が
倒
壊
せ
ず
外
部
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
炉

心
溶
融
や
水
素
爆
発
等
に
ま
で
至
る
過
酷
事
故
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
二
十
二
）

「
県
民
説
明
会
」
は
外
部
に
委
託
し
た
も
の
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
委
託
先
、
委
託
金
額
、
契
約
の
形
態
、

予
定
価
格
、
一
般
競
争
入
札
で
あ
れ
ば
応
札
者
と
そ
の
金
額
、
再
委
託
先
と
再
委
託
金
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
十
三
）

佐
賀
県
で
実
施
し
た
よ
う
な
「
県
民
説
明
会
」
を
今
後
、
他
の
原
発
立
地
自
治
体
で
も
行
う
予
定
な
の
か
。
そ

の
計
画
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


